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橋本会長　いざ、出陣！



2  0  2  4  年 の 能 登 半 島 地 震 と 豪 雨 災 害 で 、 当 ク ラ

ブ の 3  名 が 輪 島 市 七 浦 地 区 で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に

参 加 し ま し た 。 泥 ま み れ で 懸 命 に 作 業 し 、 異 業 種

の 連 携 で 即 座 に 対 応 す る 姿 に 、 ラ イ オ ン ズ の 奉 仕

精 神 を 実 感 し ま し た 。 1  人 で は 限 界 で も 、 仲 間 が

集 ま れ ば 1  ＋  1  は 何 倍 も の 力 に な り ま す 。「 助 け

合 い 」「 困 っ て い る 人 を 支 え る 」

こ れ こ そ が ラ イ オ ン ズ ス ピ リ ッ ト で す 。

1  9  6  4  年 、 先 輩 の 勧 山 弘 翁 が 角 膜 提 供 に 感 銘 を

受 け 、 当 ク ラ ブ の 献 眼 登 録 運 動 が 始 ま り ま し た 。

1  9  7  8  年 に は ス リ ラ ン カ か ら 2  0  0  眼 の 提 供 を

受 け 。 角 膜 輸 送 の 連 絡 を 受 け る 度 、 成 田 空 港 か ら

必 要 と す る 患 者 の も と へ 日 本 全 国 へ 奔 走 す る な

ど 、 先 人 の 偉 業 を 振 り 返 り つ つ 、 新 た な 視 力 福 祉

の 在 り 方 を 模 索 し て ま い り ま す 。

ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ の 魅 力 は 、 異 業 種 の 方 々 と の 出

会 い に あ り ま す 。 共 に 汗 を 流 し 、 知 恵 を 出 し 合 う

こ と で 絆 が 生 ま れ 、 か け が え の な い 仲 間 と な り ま

す 。 今 年 度 も 、 よ り 多 く の 方 々 に 入 会 を 呼 び か

け 、 仲 間 づ く り に 挑 み 続 け て ま い り ま す 。 人 の 一

生 は 有 限 で す が 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ は 新 た な 会 員

の 参 画 に よ っ て 再 生 を 続 け 、 永 く 地 域 に 貢 献 し 続

け る こ と が で き ま す 。 今 、 蒔 く 小 さ な 種 が 将 来 大

き な 実 を 結 ぶ こ と を 信 じ 、 一 歩 一 歩 前 進 し て ま い

り ま す 。 伝 統 あ る ク ラ ブ の 会 長 と し て 、 精 一 杯 務

め る と と も に 、 会 員 の 皆 さ ま の ご 支 援 と ご 協 力 を

心 よ り お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

「 ま ず は 、 参 加 す る こ と か ら 始 め ま し ょ う 。」

 この度、2025-2026年度ライオンズクラブにおきまして、幹事を拝命いたしました川口博永で

す。伝統あるクラブでこのような役をお預かりすることになり、大変光栄であるとともに、責任

の重さを感じております。幹事として、例会や行事が円滑に進むよう努め、会員の皆様の活動を

少しでも支えられる存在になればと思っております。

また沼津ライオンズが培ってきた、奉仕の精神を次代へとつなぎ、より一層輝かしい活動を実現

していくために、会長をはじめ役員の皆様との連携を大切にし、会員の皆様の声に耳を傾けなが

ら、クラブの活動がより活発にそして地域社会に一層貢献できるように尽力してまいります。皆

様と、楽しく意義ある一年となるよう精一杯取り組んでまいりますので、どうぞあたたかいご指

導、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。
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新 ス ロ ー ガ ン 発 表 ！ ！ ！

  Let's enjoy

　　　“ We Serve”

会 長 　 L 橋 本  賢 一

M E S S A G E
2 0 2 5 - 2 0 2 6 年 度 の
新 役 員 ・ 新 委 員 長 よ り 就 任 メ ッ セ ー ジ

 このたび、2025-2026年度の会計を拝命いたしました山中啓壽でございます。伝統ある沼津ライ

オンズクラブで役を務めさせていただくことに、身の引き締まる思いと共に、大きな喜びを感じ

ております。会計は普段なかなか目立たない役割ですが、正確で透明性ある管理を行い、皆様が

安心して活動に打ち込めるよう、しっかりと足元を支えてまいります。今年度は橋本賢一会長、

川口博永幹事のもと、「Let’s enjoy “We Serve”」のスローガンを掲げ、明るく前向きな一年

が始まります。私もお二人をしっかりとお支えしながら、クラブ活動がさらに盛り上がるよう力

を尽くしてまいります。微力ではございますが、笑顔を忘れず取り組んでまいりますので、どう

ぞ一年間よろしくお願い申し上げます。

幹事
L 川口 博永

会計
L 山中 啓壽
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新会員の拡大と退会者の防止に取り組み

ます。会員一丸となり、会員拡大を積極

的にし、仲間を増やしてきいましょう。

ご協力よろしくお願いします。

《委員会内容》
・年齢を問わず、5～7名の入会促進

・新会員のフォロー

・退会者の防止活動

副委員長　L 白鳥 博見

拡大委員会

委員長

L 藤川 一郎

会員同士の親睦を深め、会員やそのご家

族にも楽しんでいただける例会や大会を

企画・運営していきます。

《委員会内容》
・特別例会：納涼家族(8月)・結成(9月)・クリ

　スマス(12月)・チャーターナイト(4月）

・大会関連：OSEAL FORUM(札幌市)、334-Ｃ

　地区年次大会、334複合地区年次大会

副委員長　L 加藤 元章

会報誌・ホームページ・SNSを通じて、当

クラブの活動や魅力を広く発信していきま

す。

《委員会内容》
・メディア関係者との顔合わせ、情報交換

・年4回のデジタル会報誌作成

・例会やその他事業の写真撮影・記事作成

・報道依頼（対外事業のＰＲ）

・毎月のMCレポート作成、提出

副委員長　L 長橋 良

マーケティング委員会

委員長

L 加藤 明子

アイバンク登録や視覚支援活動を通じて、

アイバンク活動を積極的に推進していきま

す。

《委員会内容》
・キラメッセで開催される「福祉まつり」で

　のアイバンク登録活動

・視覚特別支援学校への支援、イベントを企

　画、実施

・アイバンク登録のPR活動

副委員長　L 三村 真智子

視力福祉委員会

委員長

L 中村 信

昨年に引き続き、香貫山での環境保全事

業を行政と連携しながら実施していきま

す。また、当クラブのＰＲも兼ねて環境

アクティビティを企画・実施し、地域に

貢献する環境活動を展開していきます。

《委員会内容》
・夏祭り早朝清掃活動

・環境整備事業（3月例会）

副委員長　L 市川 道隆

環境保全委員会

委員長

L 杉山 純哉

例会が円滑に運営できるよう万全を期

し、出席者の交流促進に努めます。会員

の皆さんが心地よく過ごせる例会を目指

します。

《委員会内容》

・例会会場設営

・クラブの資料、備品整理、保管

・例会役員会の資料準備配布

・各種お祝い品の手配

副ライオン・テーマー　L 貫名 義忠

ライオン・テーマー テール・ツイスター

各費用科目を精査し、適正な予算を編成す

ることでクラブ運営を支えていきます。ま

た、円滑で健全なクラブ運営を推進して

いきます。

《委員会内容》
・内規の検証

・予算の作成、会費の案内

・内規のクラブ運営指針を検証し、必要に応じ

　て改訂を行う

副委員長　L 徳田 和人

財務会則委員会

委員長

L 小澤 敦広

拡大委員会と連携し、会員増強に努めま

す。また、会費の在り方や例会運営の改

善について検討を重ね、会員が参加しや

すいクラブづくりを進めていきます。

《委員会内容》
・新会員セミナー

・ゾーン新会員セミナー

・退会防止フォロー

副委員長　L 外 信之

会員・組織改善委員会

委員長

L 大川 祐輝

M E S S A G E

例会、役員会の出欠管理を円滑に行い、正

確でスムーズな運営をサポートします。

《委員会内容》
・LCWEBによる例会出欠案内、集計、　

　再送信

・例会出欠結果共有、欠席者のフォロー

・例会当日の受付、集計管理

・LCWEBによる役員会の出欠管理

副委員長　L 小林 太郎

出席委員会

委員長

L 山口 美穂

計画大会委員会

委員長

L 高野 貴好

L 伊東 亨 L 榊原 晃

例会を盛り上げ、会員間の親睦を深めて

いきます。また、会員の皆さんが自発的

にドネーションができるように、明るく

楽しい雰囲気を作っていきます。

《委員会内容》

・ドネーションやファインの徴収、管理

・服装や出席のチェック

・ドネーションの情報収集

副テール・ツイスター　L 小笹 真也
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会　　　長 橋本 賢一

前　会　長 清水 英一郎

第１副会長 土井 宣博

第２副会長 三須 王左武

幹　　　事 川口 博永

会　　　計 山中 啓壽

副　幹　事 大城 一真

ライオン・テーマー 伊東 亨

テール・ツイスター 榊原 晃

副ライオン・テーマー 貫名 義忠

副テール・ツイスター 小笹 真也

２年理事 塩崎 享一

２年理事 北村 清一郎

１年理事 服部 厳一郎

１年理事 金子 俊道

１年理事 芦澤 剛彦

監査委員 遠藤 眞弘

監査委員 長橋 良

第１副会長 土井 宣博

２年理事 北村 清一郎

委員会 委員長 副委員長

出　　席 山口 美穂 小林 太郎

計画大会 髙野 貴好 加藤 元章

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 加藤 明子 長橋 良

第１副会長 土井 宣博

２年理事 塩崎 享一

委員会 委員長 副委員長

財務会則 小澤 敦広 徳田 和人

会員・組織

改善
大川 祐輝 外 信之

拡　　大 藤川 一郎 白鳥 博見

第２副会長 三須 王左武

１年理事 芦澤 剛彦

委員会 委員長 副委員長

アラート 徳田 和人 小澤 敦広

青少年 岡田 哲也 山本 陵

第２副会長 三須 王左武

１年理事 金子 俊道

委員会 委員長 副委員長

視力福祉 中村 信 三村真智子

環境保全 杉山 純哉 市川 道隆

第１運営委員会

第２運営委員会

第１事業委員会

第２事業委員会

役　員 委員会

沼 津 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 構 成 表
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第３事業委員会

第２副会長 三須 王左武

１年理事 服部 厳一郎

委員会 委員長 副委員長

LCIF 長岡 重弘 河村 忠彦

YCE 常峯 孝幸 森 拓也

派遣生の研修支援を行い、帰国報告会を通

じてYCE事業への理解を深めてもらいま

す。また、会員全体でYCE事業の意義と目

的を理解・共有し、その継続発展に努めま

す。

《委員会内容》
・YCE派遣生の支援

・夏季派遣生帰国報告会（9月）

・香陵LCとの合同報告例会の企画・運営（10月）

・次年度派遣希望者受付準備

副委員長　L 森 拓也

YCE委員会

委員長

L 常峯 孝幸

LCIF活動への理解を深め、寄付目標の達

成を目指します。また、世界に向けた奉

仕活動を積極的に推進していきます。

《委員会内容》
・LCIF・MJF寄付啓発

・LCIFについての例会開催（8月）

・地区セミナー参加

副委員長　L 河村 忠彦

LCIF委員会

委員長

L 長岡 重弘

防災意識啓蒙を行い、会員各自の災害対応

能力向上を目指します。また市民向けのア

クティビティについて検討します。

《委員会内容》
・会員の提供資機材と対応技術について調査

・会員の発災時各種対応能力一覧表作成

・防災学習・体験学習

・例会での防災研修

・各関係先との災害対応に関する意見交換

・各種災害用アプリなどの調査研究

副委員長　L 小澤 敦広

アラート委員会

委員長

L 徳田 和人

沼津野球連盟学童部と連携し、奉仕の心

を持った青少年の育成に取り組みます。

また、子どもたちにライオンズ活動の意

義や楽しさを伝え、理解を深めてもらい

ます。

《委員会内容》
・学童部との顔合わせ会、助成金贈呈

・野球大会開閉会式参加（7月、10月、3月）

・学童野球との共同ボランティア活動（12月）

副委員長　L 山本 陵

青少年委員会

委員長

L 岡田 哲也



S C E N E

２０２５－２０２６年度 新３役による例会

7 月 - ９ 月

例 会 報 告

７月から新３役による例会がスタート。

アクティビティを通じて活気のある活動を！

新年度初例会

７月第１例会

目指せ！100％例会

７月第２例会

納涼家族例会

８月第１例会

7 月 3 日 （ 木 ）、 沼 津 リ バ ー サ イ ド ホ テ ル に て 、 沼 津 ラ

イ オ ン ズ ク ラ ブ 7 月 第 1 例 会 （ 新 年 度 初 例 会 ） を 開 催 い

た し ま し た 。 本 例 会 を も っ て 、 新 体 制 「 橋 本 丸 」 が い

よ い よ 出 航 。 新 た な 1 年 の ス タ ー ト に ふ さ わ し く 、 活 気

あ る 例 会 と な り ま し た 。

◆  新 三 役 の ご 紹 介 　 会 長 ： 橋 本  賢 一  幹 事 ： 川 口  博 永

　 　 　 　 　 　 　 　 　  会 計 ： 山 中  啓 壽

本 年 度 ス ロ ー ガ ン ：「  L e t ’ s  e n j o y  “ W e  S e r v e ”  」

◆  会 長 方 針 と 想 い 　

【 災 害 支 援 か ら 感 じ た ラ イ オ ン ズ ス ピ リ ッ ト 】

能 登 半 島 地 震 や 豪 雨 災 害 で の 復 旧 支 援 活 動 を 通 じ て 、

助 け 合 い の 力 、 そ し て 「 奉 仕 」 の 原 点 を 再 確 認 。「 1 人

で は で き な く て も 、 仲 間 と な ら 何 倍 も の 力 に 」 と 力 強

く 語 ら れ ま し た 。

【 献 眼 運 動 の 歴 史 と 志 】

ク ラ ブ の ル ー ツ で も あ る 献 眼 活 動 に つ い て も 触 れ 、「 今

の 私 た ち に 何 が で き る か 」 を 見 つ め 直 し 、 新 た な 福 祉

の 形 を 模 索 し て い く 姿 勢 が 示 さ れ ま し た 。

【 楽 し く 仲 間 づ く り 】

異 業 種 交 流 を 通 じ て 広 が る 出 会 い は 、 人 生 の 財 産 。 ク

ラ ブ と し て の 活 性 化 と 、 会 員 拡 大 へ の 継 続 的 な 取 り 組

み が 宣 言 さ れ ま し た 。

【 未 来 へ の 種 ま き 】

「 す ぐ に 結 果 が 出 な く と も 、 小 さ な 一 歩 の 積 み 重 ね が

将 来 の 実 り に 」。 未 来 を 見 据 え 、“ W e  S e r v e ” の 精 神

を 次 代 へ つ な い で い く 大 切 さ が 共 有 さ れ ま し た 。

新 三 役 に よ る 力 強 い ロ ー ア で 幕 を 閉 じ ま し た 。

7 月 1 7 日 （ 木 ）、 7 月 第 2 例 会 （ 目 指 せ ！ 1 0 0 ％ 例 会 ） を

沼 津 リ バ ー サ イ ド ホ テ ル に て 開 催 し ま し た 。 本 日 は

1 0 0 ％ 出 席 例 会 と し て 開 催 さ れ 、 オ ン ラ イ ン 配 信 を 含 む

多 く の 会 員 が 出 席 す る 中 、 以 下 の 内 容 が 行 わ れ ま し た 。

◆  沼 津 野 球 連 盟 学 童 部 へ の 助 成 金 贈 呈

◆  Y C E 生 ベ ル ギ ー 派 遣 助 成 金 贈 呈 式

◆  新 会 員 入 会 式 ・ バ ッ ヂ 授 与

◆  各 委 員 会  委 員 長 に よ る 活 動 方 針 発 表

8 月 5 日 （ 火 ）、 熱 海 温 泉 「 ホ テ ル ・ サ ン ミ 倶 楽 部 」 に て

移 動 例 会 を 開 催 し ま し た 。

予 報 通 り 、 各 地 で 猛 暑 と な り 、 群 馬 県 伊 勢 崎 市 で は 観 測

史 上 最 高 と な る 4 1 . 8 度 を 記 録 し た 中 、 計 画 大 会 委 員 会

の 高 野 委 員 長 の ご 尽 力 に よ り 、 熱 海 海 上 花 火 大 会 開 催 日

に オ ー シ ャ ン ビ ュ ー の 宴 会 場 を 貸 し 切 っ て の 例 会 が 実 現

し ま し た 。 当 日 は 、 3 5 名 の メ ン バ ー に 加 え 、 パ ー ト ナ

ー 1 1 名 、 お 子 さ ま 1 名 を 含 む 総 勢 4 7 名 が 会 場 に 集 い 、 ご

家 族 の 皆 さ ま に 向 け て 、 新 体 制 や ク ラ ブ 活 動 の 紹 介 が 行

わ れ ま し た 。 例 会 後 の 宴 席 で は 、 熱 海 の 美 味 し い 料 理 を

味 わ い な が ら 、 和 や か で 楽 し い ひ と と き を 過 ご す こ と が

で き ま し た 。 ク ラ イ マ ッ ク ス と な る 花 火 大 会 が 始 ま る

と 、 宴 会 場 の 照 明 が 落 と さ れ 、 夜 空 に 次 々 と 打 ち 上 げ ら

れ る 大 輪 の 花 火 に 、 バ ル コ ニ ー に 並 ん だ 参 加 者 か ら 大 き

な 歓 声 が あ が り 、 皆 さ ま の 笑 顔 が 溢 れ る と て も 印 象 的 な

場 面 と な り ま し た 。 事 前 の 下 見 や 綿 密 な 打 ち 合 わ せ を 重

ね 、 当 日 は 駅 前 で の ご 案 内 や 送 迎 、 宴 席 の 準 備 な ど に ご

尽 力 い た だ い た 担 当 委 員 の 皆 さ ま に 、 心 よ り 感 謝 申 し 上

げ ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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LCIF例会

8月第２例会

５ライオンズ合同例会

9月第１例会

結成例会

9月第２例会

8月 21日（木）、私房菜香香で8月第2例会を開催しま

した。例会の冒頭、橋本会長から『あの日、あの時』

という文集の紹介がありました。この文集は、戦後50

年にあたる年に、当時のライオンズメンバーが沼津で

戦争を経験した方々に執筆していただいたものです。

今年は、1945年の沼津大空襲と終戦から80年という

節目の年を迎え、語り継ぐ方々が減る中、文集の一部

を朗読し、メンバーと戦時の思いを共有しました。続

いて、千本ライオンズクラブのL池谷勝（前年度LCIF

地区委員長）より、LCIF（ライオンズ国際財団）の

活動紹介がありました。映像を用いて、アフリカの子

どもたちへのワクチン支援の事例を解説。1回1ドルで

麻疹予防接種が可能で、1万円の寄付で約100人に届け

られることなどが紹介されました。LCIFは、世界中

の人道支援や災害援助、視力保護、糖尿病・小児がん

対策、青少年支援、環境保全などを行う団体で、寄付

を通じた支援を行っています。日本からの寄付総額は

100億円を超え、2023〜24年は1 , 200万ドルで世界一

位となりました。ライオンズの活動が国内外で多くの

人々を支えていることを、改めて実感する例会となり

ました。

9月 5日（金）、ライオンズクラブ国際協会334 -C地区

3R・1Z  地区ガバナー公式訪問「沼津5ライオンズ合同

例会」が開催されました。本日は、今年度334 -C地区

の地区ガバナーを努められてる L杉山節雄(静岡ライオ

ンズクラブ所属)をお迎えし、本年度の基本方針とスロ

ー ガ ン 「 We Se r v e 　 新 た な 奉 仕 に 一 歩 を 踏 み 出 そ

う」 をご発表いただきました。杉山地区ガバナーから

は、子どもの貧困問題や子ども食堂・学習支援など地

域の子どもたちへの支援を重点目標とし、クラブ運営

の強化、新クラブ設立、新入会員拡大、さらにはLCIF

支援の拡充などについて力強いお言葉をいただきまし

た。また、各5クラブの新会員の紹介もあり、杉山地

区ガバナーから直接お土産のバッチをいただく事が出

来ました。私たち沼津5ライオンズクラブ一同も、こ

のスローガンを胸に刻み、地域に根ざした奉仕活動を

さらに進めてまいります。

9月18日（木）、沼津ライオンズクラブ 9月第2例会(結

成例会)を開催しました。冒頭の橋本会長挨拶では、山

歩き・バイク・ゴルフなどの同好会活動が紹介され、

例会以外にも交流の場を持つことの大切さ、そしてそ

うした活動を通じて仲間の輪を広げ、会員拡大につな

げていきたいとのお話がありました。続いて、L芹澤

のご発声による乾杯のもと「結成例会」が盛大にスタ

ート。サックス奏者・杉山涼介さんとピアノ奏者・須

藤あゆみさんによる美しい演奏に耳を傾け、さらにビ

ンゴゲームでは笑顔と歓声が会場いっぱいに広がり、

大いに盛り上がりました。沼津ライオンズクラブは、

66年前の1959年9月に結成されました。先人の志とご

尽力に感謝し、その思いを胸に刻みながら、メンバー

相互の理解を深め、交流を図る例会となりました。最

後に、準備と運営にご尽力いただいた計画大会委員会

の皆さまに、心より感謝申し上げます。
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奉仕

献眼

青少年

沼津ライオンズカップ学童軟式野球大会

決勝戦

８月２４日、明電舎グラウンドにて「沼津ライオンズカップ学童軟式野

球大会」の決勝戦が開催されました。本大会は、沼津市内の少年野球8

チームが参加して行われ、熱戦の末、決勝には愛鷹ホークスと原ブルー

キッズが進出。子どもたちは暑さの中でも仲間に声を掛け合いながら全

力でプレーし、最後まで白熱した試合を繰り広げました。

結果は9対4で原ブルーキッズが勝利し、見事優勝を飾りました。おめで

とうございます！

選手の皆さん、本当にお疲れさまでした。

C L U B

R E P O R T

ACT IV I TY

NO . 1

環境 献眼

第32回「沼津夏まつり・狩野川花火大会」

早朝クリーン作戦

（主催：明るい社会づくり運動 沼津地区協議会）

７月２７日、沼津ライオンズクラブは、今年も早朝クリーン作戦に参加し

ました。花火の玉皮のかけらやペットボトル、空き缶、屋台の食品包装な

ど、前日のにぎわいのあとに残ったごみを一つひとつ丁寧に拾い集めまし

た。当日は200名を超える参加者が集まり、朝のさわやかな空気の中、沼津

のまちをきれいにすることができました。一人ひとりの心がけが、まちの

美しさにつながります。ご参加いただいた皆さま、本当にお疲れさまでし

た。

青少年奉仕

９月２９日、佐賀市ガーデンテラス佐

賀にてNPO法人日本アイバンク運動推

進協議会第46回全国大会さが大会が開催

され、沼津ライオンズクラブからL.後

藤・L.勝浦の2名が参加しました。

基調講演では佐賀県の献眼活動や角膜

移植の現状が紹介され、全国のライオ

ンと交流を深める有意義な大会となり

ました。

献眼

日本アイバンク運動推

進協議会さが大会
献眼者厚生労働大臣感謝状贈呈式

９月２８日、令和7年度「献眼者厚生労働大臣感謝状伝達式」が執り行われました。

献眼により視力を失った方々に光をもたらした方々の崇高なご遺志を讃えるため、厚生労働大臣から毎年

感謝状が贈られています。本年は4名の献眼者が対象となり、頼重秀一沼津市長の代読により、ご遺族の皆

様へ感謝状が伝達されました。公益財団法人静岡県アイバンクの柳田理事長からは、角膜再生医療の進展

によりIPS細胞による治療も可能となりつつあるものの、費用は1,000万円を超える場合も多く、依然として

角膜提供の重要性は変わらないとのお話がありました。沼津ライオンズクラブは、静岡県東部におけるア

イバンク運動の推進役として、長年にわたり街頭啓発や献眼登録の推進、顕彰活動、周年寄付などに取り

組んでおります。特に「沼津5LC」による共同活動は地域に深く根付き、ライオンズクラブの国際的使命

である「視力保護」を地域社会において体現する大きな柱となっています。

９月３日、第29回沼津市社会福祉大会が

サンウェルぬまづで開催され、沼津5ラ

イオンズクラブのホストクラブとして出

席しました。この大会は2年ごとに開催

され、地域福祉の発展に貢献した団体や

個人を表彰するものです。沼津5ライオ

ンズクラブも、昨年度のチャリティーゴ

ルフなどを通じた寄付活動が評価され、

感謝状を贈呈いただきました。

2024〜2025年

度YCE夏季派

遣青少年帰国

報告会

９月７日、静岡市グランシップにて、2024-2025年度YCE夏季派

遣青少年の帰国報告会が開催されました。当クラブ会員L.清水

のご息女・清水和夏子さんがベルギーへ派遣され、現地での貴

重な交流体験を発表。異文化に触れ、友情を育み、多くを学ば

れた様子が伝わり、YCE事業の意義を改めて感じる機会となり

ました。今後も青少年育成と国際理解の推進に努めてまいりま

す。
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334-C地区LCIFセミナー

８月２８日、334-C地区のLCIFセミナーが静岡

市グランシップで開催され、橋本会長と長岡

LCIF委員長が参加しました。講師のL.原口秀

樹より、LCIFの寄付金が事務経費に使われ

ず、100％が支援活動に充てられていること、

また災害支援や糖尿病対策など世界各地での

活動事例が紹介されました。資金だけでな

く、メンバーが自ら行動するライオンズの奉

仕の意義を改めて感じる機会となりました。

沼津市社会福祉大会



特　集

あの日　あの時

同 好 会 R E P O R T

ゴルフ同好会

山歩き同好会バイク同好会

C L U B
R E P O R T

ACT IV I TY

NO .２

P D F 版 公 開 に 寄 せ て

　 日 本 の 最 後 の 戦 争 が 終 結 し て か ら 8 0 年 。 私 た ち の 世 代 の 多 く は 、 も は や あ の 惨 禍 を 直 接 知 る こ と の

な い 時 代 に 生 き て お り ま す 。 し か し 、 歴 史 の 記 憶 を 風 化 さ せ て は な ら ず 、 次 代 へ 確 か に 語 り 継 い で い く

こ と こ そ 、 私 た ち の 責 務 で あ る と 存 じ ま す 。

　 1 9 4 5 年 7 月 1 7 日 未 明 、 マ リ ア ナ 基 地 を 発 進 し た 米 軍 機 1 3 0 機 が 沼 津 を 襲 撃 し 、 9 , 0 7 7 発 ・ 1 , 0 3 9 ト

ン に 及 ぶ 焼 夷 弾 が 投 下 さ れ ま し た 。 こ の 沼 津 大 空 襲 に よ り 、 9 , 5 2 3 戸 が 焼 失 し 、 2 7 4 名 の 尊 い 命 が 奪 わ

れ ま し た 。 さ ら に 戦 災 全 体 で は 、 死 者 3 2 2 名 、 負 傷 者 6 3 4 名 、 全 半 焼 1 1 , 7 5 6 戸 、 全 半 壊 1 2 7 戸 に 及

び 、 米 軍 の 記 録 に よ れ ば 、 沼 津 市 の 都 市 面 積 の 実 に 8 9 . 5 ％ が 破 壊 さ れ た と さ れ て い ま す 。

　 私 は そ の 惨 状 を 直 接 体 験 し た 者 で は ご ざ い ま せ ん 。 し か し 、 本 書 『 あ の 日  あ の 時 』 に 記 さ れ た 数 々

の 証 言 に 触 れ る た び 、 当 時 の 方 々 が ど れ ほ ど の 不 安 と 悲 し み の 中 で 生 き 抜 か れ た の か 、 胸 を 打 た れ る 思

い で ご ざ い ま す 。

　 私 た ち が 今 日 享 受 し て い る 平 和 で 安 ら か な 暮 ら し は 、 苦 難 の 時 代 を 耐 え 抜 き 、 な お 平 和 と 家 族 の 安 寧

を 信 じ て 生 き ら れ た 先 人 の ご 労 苦 の 上 に 築 か れ て お り ま す 。 そ の こ と を 片 時 も 忘 れ て は な り ま せ ん 。

　 い ま な お 世 界 の ど こ か で は 、 戦 火 に よ っ て 尊 い 命 や 幸 せ な 生 活 が 奪 わ れ て い ま す 。 二 度 と 同 じ 悲 劇 を

繰 り 返 さ な い た め に 、 戦 争 の 記 録 を 語 り 継 ぐ こ と は 、 未 来 に 生 き る 子 ど も た ち へ の 私 た ち の 責 任 で あ り

ま し ょ う 。

こ の た び 『 あ の 日  あ の 時 』 を P D F 版 と し て 広 く ご 覧 い た だ け る 形 に 整 え ま し た 。

よ り 多 く の 皆 さ ま に お 読 み い た だ き 、 平 和 の 尊 さ を あ ら た め て 感 じ 取 っ て い た だ け れ ば 幸 い で す 。 そ し

て 、 こ の 小 さ な 試 み が 、 平 和 な 世 界 を 築 く 一 助 と な れ ば 、 こ れ に 勝 る 喜 び は ご ざ い ま せ ん 。

　 終 わ り に 、 本 書 の 刊 行 に 心 血 を 注 が れ た 先 人 各 位 の ご 尽 力 に 深 甚 な る 敬 意 を 表 す る と と も に 、 平 和 を

願 う す べ て の 方 々 と 手 を 携 え 、 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ の 一 員 と し て 今 後 と も 奉 仕 に 励 ん で ま い る 所 存 で ご ざ

い ま す 。

2 0 2 5 年 8 月 2 1 日

沼 津 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 　 会 長 　 橋 本  賢 一 　
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７月定例会（24ー25年度会⻑杯取り切り戦）
７月２０日、新年度第1回目となる定例会が、沼津ゴルフクラブにて開催されました。当日
は21名が参加し、和やかな雰囲気の中、プレーを楽しみました。また、恒例の「会長杯取り
切り戦」も併せて行われ、出場権を持つ11名による白熱した接戦が繰り広げられました。
定例杯順位/優勝　L清水・二位　L萩原・三位　L榊原
取り切り戦/優勝　L萩原・二位　L藤川・三位　L小笹
８月定例会
８月１７日、雨上がりの曇り空で暑さも和らぎ、まずまずのコンディションの中、沼津ゴル
フクラブにて開催されました。13名の参加者がそれぞれ優勝を目指し、和やかな雰囲気の中
で楽しくプレーを楽しみました。
定例杯順位/優勝　L市川・二位　L杉澤・三位　L大川
９月定例会
９月２１日、少しづつ秋の気配を感じるようになり、ゴルフのベストシーズンに突入。今月
は16名の参加で、沼津ゴルフクラブにて開催されました。
定例杯順位/優勝　L伊東・二位　L遠藤・三位　L小笹

第１３回山歩き同好会
７月１３日、日本百名山のひとつ、山梨県の大菩薩嶺へ行ってきました。
山歩き同好会での訪問は今回が2回目です。この時期は暑さが心配でした
が、当日は少し肌寒いくらいの気温で、お天気にも恵まれ、大菩薩嶺から
大菩薩峠までの稜線歩きを快適に楽しむことができました。昼食時には、
山で飲む美味しいコーヒーに加え、初めての“山ごはん”としてラーメン
作りにも挑戦！とても楽しく、充実した1日となりました。
第１４回山歩き同好会
今回は「年間登山者数世界一」を誇る人気スポット・高尾山に行ってきま
した。当日は天候にも恵まれ、心地よい陽気の中で山歩きを楽しむことが
できました。日本一の急勾配を登るケーブルカーから始まり、薬王院での
参拝や天狗像、吊り橋など、見どころを存分に堪能。山頂からは遠くに富
士山の姿も望むことができました。下山後は名物「とろろそば」を味わ
い、自然・歴史・グルメを満喫。にぎやかで楽しい一日となりました。

バイク同好会河口湖ツーリング
９月２３日、晴天に恵まれた中、バイク同好会
で楽しく山梨県の河口湖までツーリングに行っ
て来ました。景色も良く、美味しいほうとうも
食べれて楽しい1日となりました。


